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 校長 門田 浩一 

新型コロナウイルスに始まり、新型コロナウイルスに終わる。 

おそらくこのように記憶される令和２年が、もうすぐ終わろうとしています。この一年間は新型コロナウイ

ルスへの対応で、児童生徒の皆さん、保護者の皆さまには本当にご心配をおかけしました。 

この２学期の行事や授業も、例年とは違う形で行わなければならない場面が多くありました。 

「いつもとは違うけれど、うまくいくのかなぁ」 

そんな私たちの不安を打ち消してくれたのは、児童生徒の皆さんです。体育大会での素晴らしい演技。ＷＥ

Ｂ交流会での笑顔。授業の中での作品。そして、なによりも毎日の授業の中で頑張る姿。私たちに勇気と力を

与えてくれる、児童生徒の皆さんに心から感謝します。 

ウイルスへの対応は、まだ来年も続いていくことになると予想されます。けれど、何年か経って、「あの時

は大変だったけれど、みんなで頑張ったね」と言い合えるときがきっと来ることを信じて、この難局を乗り越

えていきましょう。 

 さて、６月から始めた校長ブログに掲載した記事も、この新聞が皆さ 

んの元に届く頃には、２００をこえているのではないかと思います。本 

校だけでなく、分教室や訪問教育部の様子もできるだけお伝えしていき 

ます。刀根山支援学校の日々の活動をぜひご覧ください。 

◎学校運営協議会報告 

 第 1回学校運営協議会を 6月 23日（火）に開催いたしました。例年は会議室にて行っておりましたが、

今年は密を避けるために多目的ホールにて開催いたしました。委員改選の年にあたり、委員メンバーは昨年度

と同じメンバーではありますが、改めて会長・副会長の選出を行いました。引き続き、井村会長・山田副会長

にお受けいただきました。令和 2年度学校経営計画・新型コロナ対策・各部署の状況・地域支援の取組・教科

書選定について連絡及び報告が行われました。 

 第 2 回学校運営協議会は 11 月 10 日（火）に本校多目的ホールにて開催いたしました。各部署の前期活

動報告・教科書選定結果・学校教育自己診断・学校経営計画の進捗状況について報告がなされ、それぞれ委員

の皆様より質問・意見をいただきました。今後の学校運営に役立てていく所存です。 

 

◎滝井セミナーより 

今年は新型コロナの影響で、多くの研修や会議が延期されたり中止になりました。そんな状況でしたが、「第

14回滝井セミナー」は、他校の先生方に病弱児への理解を深めてもらいたいという医師の先生方の熱い思い

もあり、例年とは形を変えて行うことにしました。コロナの感染防止に留意して、滝井セミナーでは初めてＹ

ｏｕＴｕｂｅを利用した形式にしました。今年のテーマは「摂食障がいへの理解と対応」「発達障がいへの理

解と対応」「起立性調節障がいへの理解と対応」です。すべてが初めてのことなので、申し込みフォームやメ

ールの設定など手探りで進めました。その結果、268 名の方に参加いただけました。また、医師の先生方も

専門分野の内容を動画でどう伝えればよいかなどご多用にも関わらず、いろいろと工夫してくださり、分かり

やすい動画を作成していただきました。受講された方々へのアンケートでは、多くの方から「満足した」との

回答をいただき、開催して有意義であったと思っています。来年度は今回、経験したことを生かして、更に良

い研修会にしたいと考えています。               関西医科大学総合医療センター分教室 

 

学校ＷＥＢ 校長ブログ 
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訪問教育部 本校教育部 

 ☆☆体育祭☆☆ 

9月 1９日（土）に

体育祭を行いました。「初志貫徹～あきらめず最後

まで勝利を目指そう～」をスローガンに、ボルケ

ーノイーグル VSネイビーブルーストームの熱戦

を繰り広げました。今年は競技毎に助っ人を家族

の中から抽選する家族参加型の体育祭となりまし

た。競技の一つに eスポーツ（視線入力ゲーム）

を取り入れるなど新たなことにも挑戦しました。

最終結果は１８３ 対１７５でボルケーノイーグル

が僅差で優勝。最高殊勲選手は各競技で大活躍し

た新入生の高１の生徒が受賞しました。参加して

いただいたご家族の皆様ありがとうございまし

た。 

☆☆社会見学☆☆  

9月３０日（水）  

吹田市のダスキンミ

ュージアムに高等部 3名、中学部 1名で社会見学

に行き、ドーナツ作りを体験しました。手洗い

後、マスク、手袋、エプロン、帽子をつけると、

気分はドーナツ職人です。ドーナツの生地を、型

を使って切り抜き、ふわふわ♪の発酵した生地に

オリジナルのトッピングをします！トッピングは

何色にしよう？チョコは多め？それともちょこっ

と？色んなことを考えながら、楽しく作業しまし

た。最後に、箱にオリジナルのイラストを描き、

できあがったドーナツを入れたら…まさに「世界

で１つだけのオリジナルドーナツ」の完成‼ドー

ナツ作りの後は、館内をめぐりワークシートの穴

埋め問題に取組みました。学校に帰り、ワークシ

ートの答え合わせと、感想文の作成、発表を行い

ました。天候に恵まれたこともあり、嬉しい、楽

しい、美味しい社会見学でした。 

☆☆中学部 3年修学旅行☆☆ 

１０月14日（水）に 

わくわくの郷（吹田市）

に行きました。午前中は広

い野外炊飯場を貸し切って

飯盒炊爨をしました。火起

こしから炊飯、カレー作り、焼き芋と全て大成

功！午後はクラフト体験（マイ箸、勾玉）をしま

した。おやつにアイスクリームも食べました♪。

晴天にも恵れ、美味しい、楽しい思い出の一日に

なりました。 

★★ボバース記念病院★★ 

 ボバース記念病院の「はじめの会」は密になら

ないように、今は Zooｍを使って行っています。

名称も「はじめの会」から「みんなの会」に変わ

りました！授業の時間が同じ児童生徒が参加して

います。 

１０月１６日（金）にキャリア教育の一環とし

て、Webで天王寺動物園とつなぎ、双方向授業を

行いました。ボバース記念病院から参加する児童

は、密にならないよううに注意しながら、プロジ

ェクターを使い大画面で視聴しました。レッサー

パンダがアップで餌を食べているところが映る

と、子どもたちは大喜びでした！感染に注意しな

がらも楽しく過ごしています！ 

★★愛仁会リハビリテーション病院★★ 

  

 

 

 

 

 

 

6月 1日（月）より病院での授業が再開されま

した。6月は梅雨の季節です。雨にちなんでアジ

サイやカタツムリ、ひもを引くと動くカエルを作

りました。使った素材は紙、柔らかいお花紙に画

用紙、新聞紙です。丸めたり、破いたりして素敵

な作品に仕上がりました。動くカエルのゴールは

アジサイの花。児童生徒が教員と力を合わせ、ひ

もを引っ張って、きれいなアジサイの花に到着で

す。作品づくりの後は、動くカエルで楽しみまし

た。 

★★国立循環器病研究センター病院★★ 

   

 

現在、小学部６名の児童が 

在籍しています。治療を受け 

ながら、それぞれの進度に合 

わせて個別学習をしていま 

す。 

写真は１０月のハロウィン 

にちなんで授業の合間で作っ 

た「おばけカボチャのステッ 

キ」です。見本を見ながら、 

少しアレンジを加えて作りま 

した。中には鈴が入っている

ので、振るとリンリン♪といい音がなります。 
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大阪大学医学部附属病院分教室 大阪精神医療センター分教室 
 

運動会 
 大阪精神医療センター分教室では、10 月 9 日

（金）に運動会が行われました。当日は残念ながら

雨天であったため、病院内にある体育館での開催と

なりました。また、新型コロナウイルス感染症対策

のため観客は病院のスタッフに限らせていただき

ました。 

 

 始まりのあいさつを児童生徒代表が行い、準備体

操の後、１種目めの「大玉運び」が始まりました。 

大玉運びは、大玉をフラフープに乗せて、2人で協

力して大玉を落とさないように運ぶ種目です。これ

が結構難しく、ポロポロとボールが転げ落ちます。

児童生徒たちは、ジグザグにボールをこぼさないよ

うに息を合わせて頑張りました。 

 

 ２種目めはダンスです。小学部は Mrs.GREEN 

APPLEの「CHEERS」の曲に合わせて、ポンポン

をもって元気よく揃ったダンスを踊り切りました。

中学部はALEXANDROSの「月色ホライズン」の

曲に合わせて、迫力のあるフラッグダンスを踊りま

した。この日観客の前で「ダンス」を披露するため

に、8 月から体育の授業や自立活動「わにタイム」

の時間を使って、毎日毎日練習を行いました。演技

が終わると病院スタッフの皆様から、大きな拍手を

いただきました。 

 

 最後の種目は「リレー」です。「児童生徒＋病院

スタッフ」チームと「分教室教員」チームに分かれ

ての対抗戦です。児童生徒たちはうまくバトンをつ

なぎながら、分教室の先生に負けじと力強く走る姿

が印象的でした。病院の代表としてリレーに参加し

ていただいたスタッフの方々は、「名探偵コナン」

や「鬼滅の刃」のコスプレでサプライズ登場し、全

力で走っていただき、児童生徒たちも大喜びで声援

を送っていました。 

 

 保護者の見学ができず児童生徒にとっては残念

な運動会でしたが、みんなの頑張りが披露できまし

た。とても気持ちの良い運動会となりました。 

 

        

 

 

 

 

 

ひと月遅れましたが、お楽しみ会を 10月に行い

ました。今年は、UVレジンキーホルダー作りとヘ

ンプストラップ作りの二本立てです。子どもたちは

協力して、プログラムや作り方を大きな紙に書いた

り、折り紙や花紙で飾りを作ったりして、準備をす

すめてきました。 

 当日は多くの保護者の方がご参加くださり、子ど

もたちと一緒に作品作りを楽しみました。小さな作

品なので、細かい飾りを好きなところに配置するた

めに集中して取り組むことができました。子どもた

ちの選曲した BGM と手

作りの飾りに囲まれて、

温かい雰囲気で開かれた

お楽しみ会となりまし

た。できあがった作品を、

さっそく持ち物に取り付

ける子どももいました。 

 阪大分教室での朝の会の

取り組みを紹介します。 

 小学部では朝の会のコー

ナーのひとつに「はてなボ

ックス」があります。日直

の子どもが「はてなボック

ス」から取り出したボールの色で活動が決まります。 

 赤色は「リクエストソングを聞く」、青色は「な

ぞなぞを出題しみんなで解く」、緑色は「『好きな○

○』でみんなの好みを知る」、黄色は「マジカルば

なな」（連想ゲーム onリズム）の 4つです。日直

がリーダーシップをとって進行しています。 

 子どもたちには青色のなぞなぞが人気です。緑色

は、映画、テレビ番組、お菓子、中華料理、果物、

おでんの具などで話が盛り上がりました。 

 それでは青色のなぞなぞから、みんなをうんと悩

ませた問題を出題します。 

小さい順から並べあるものです。 

「○◎○◎○○」これなーんだ？？ 

ヒント：チャリーン♪ 
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関西医大総合医療センター分教室 

（ 滝 井 ） 
 

関西医大附属病院分教室 

（ 枚 方 ） 
 

関西医科大学総合医療

センターの前にはホスピ

タルガーデンという素敵

な庭が広がり、四季折々の

きれいな花が咲いていま

す。患者さんや近隣の方が、

散策したり休憩したりされています。もちろん、分

教室の児童生徒も体育のウォーキンングで利用し

ています。ガーデン内の花を眺めながら散策すると

よい気分転換になるようです。３階の教室からもガ

ーデンを見ることができ、晴れた日に上から見ると

とてもきれいです。児童生徒の自然を愛するころろ

が育っていくことを見守ってくれる庭かもしれま

せん。 

外部講師の先生を招いた授業も行っています。

11月はアロマテラピーの体験授業をしました。は

じめにレモンやゆずなど、児童生徒に馴染みのある

香りを嗅ぎました。児童生徒からも「このにおい知

っている」と声があがりました。教室内に柑橘系の

良い香りが広がると、華やいだ雰囲気になりました。

アロマテラピーの歴史なども教

えてもらった後は、ラベンダー

などの精油を使った体験をしま

した。普段はかぐことのない臭

いをかいで、心身ともにリラッ

クスした時間を過ごしました。 

 

総合の時間などにボッチャ

をすることがあります。ボッチ

ャは目標球にボールを投げあ

って、相手より近づけることを

競うゲームです。目標球に向かって上手に転がした

り、相手チームのボールをはねのけたり、チームで

作戦を考えてゲームを進めます。実際にゲームをし

てみると、児童生徒一人ひとりのプレイにも個性が

出ます。また、ゲームが進行するにつれて、次第に

声も出るようになり、大いに盛り上がります。ゲー

ムを通して、仲間との協力やチームワークを体験す

る機会になっているのではないでしょうか。また、

国語の授業では、百人一首のかるた大会もします。

以前にかるた大会を経験した生徒もいて、好きな札

が読み上げられるのを集中して聞いています。そし

て、目当ての札が読まれた時は、札の取り合いにな

ることもあります。ボッチャやかるたなどのゲーム

を通して、パソコンゲームとは違った、仲間とのリ

アルな触れ合いが、新たな自己発見につながるよう

に思います。 

         
 

対象児童が一時退院中の 10 月 1 日～5 日ま

で、週３日各２コマで、オンライン授業に取り組

みました。授業内容は、算数、国語、図工、生活、

自立活動の学習を行いました。算数では、計算ビ

ンゴや「かさ」について、国語では、漢字カード、

しりとり、詩の単元について学びました。図工で

は、折り紙を切って、切り絵「こうもり」に挑戦

しました。自立活動では、狂言絵本の読み聞かせ

を行いました。物語中に出てくる刀を新聞紙でま

るめたり、ちぎったりして作りました。教材も、

ワークプリントであったり、切り絵や折り紙、パ

ワーポイントで作った画像であったりと、様々で

した。今回、こうしたオンライン

授業に取り組むことで、児童の心

理的安心感を得られ、病院に戻っ

てからも、授業がスタートしやす

かったことは良かったと思って

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国特別支援学校病弱教育校長会主催の「ロボッ

トプログラミング選手権 2020 近畿・東海・北陸

地区大会」が、11 月 11日（水）に開催されまし

た。この大会は、FUJISOFT 社の Proro(プロロ)

というプログラミングロボットを使い、直径およそ

40cm の土俵の上でロボット相撲を行う大会です。 

 本大会の参加校は、9校 16チームでした。本校

教育部からは、1 チーム 2 名が参加しました。チ

ーム名は、「チームＤＧＮ」です。16チームがトー

ナメント形式で 1 試合 3 本勝負で対戦していきま

す。チーム DGNの考えたプログラムは、対戦相手

を次々に土俵から落とし、見事優勝することができ

ました。そして、来年 2 月 3 日（水）に行われる

全国大会への出場が決定しました。全国大会では、

それぞれの地区大会の上位校１８チームで対戦し、

今大会に参加した全６２チームの頂点を決めます。 

～オンライン授業～ 


